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今月のひとコマ

おいしいおもちがつけました
もりやまこども園「もちつき会」
12月６日、もりやまこども園で「もちつき会」が開かれました。
おじいちゃんやおばあちゃんに手伝ってもらいながら、がん
ばってもちつきをしたもりやまこども園のおともだち。お正月
よりひと足先に、つきたてのおいしいおもちを食べました。
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年頭のごあいさつ

１
月
１
日 

▼ 

２
０
０
７
年
が
ス
タ
ー
ト
。

３
月
17
日 

▼ 

町
観
光
協
会
が
設
立
40
周
年
を

迎
え
、記
念
式
典
を
開
催
。

４
月
１
日 

▼ 

各
地
区
町
内
会
長
が
指
定
管
理

者
と
な
り
、
町
内
各
地
区
公
民

館
の
管
理
運
営
を
開
始
。

 

▼ 

合
地
町
内
会
が
指
定
管
理
者
と

な
り
、盆
城
庵
の
営
業
を
開
始
。

 

▼ 

役
場
組
織
機
構
改
革
に
よ
り
、

課
の
統
廃
合
を
実
施
。

 

▼ 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度

が
ス
タ
ー
ト
。

４
月
８
日 

▼ 

県
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

南
秋
田
郡
選
挙
区
で
平
山
晴
彦

氏
が
無
投
票
当
選
。

４
月
17
日 

▼ 

姉
妹
都
市
千
代
田
区
の
新
庁
舎

へ
欅
テ
ー
ブ
ル
を
贈
呈
。

６
月 

▼ 

清
流
の
会
が
中
心
と
な
り
、
デ

ロ
杉
流
域
の
環
境
保
全
整
備
事

業
を
実
施
。

６
月
30
日 

▼ 

矢
田
津
世
子
生
誕
１
０
０
年
記

念
事
業
と
し
て
特
別
講
演
を
開

催
。

７
月
９
日 

▼ 

五
一
中
第
二
体
育
館
な
ど
の
解

体
工
事
に
着
手
。

７
月
29
日 

▼ 

第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
。

８
月
８
日 

▼ 

夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん

な
の
体
操
が
開
催
さ
れ
る
。

８
月
15
日 

▼ 

き
ゃ
ど
っ
こ
ま
つ
り
開
催
。20

回
の
節
目
を
迎
え
る
。

２
０
０
７
年
の
出
来
事

２
０
０
７
年
も

い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
町
の
主
な
出
来
事
を

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

町
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

家
族
お
揃
い
で
希
望
に
満
ち
た
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

過
ぎ
し
年
は
、
皆
さ
ま
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
ご
指
導
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
四
十
六
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
国
民
体
育
大
会「
秋

田
わ
か
杉
国
体
」
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

会
を
は
じ
め
第
七
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会「
秋
田
わ
か
杉
大
会
」

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
会
が
本
町
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
関
係
各
団
体
、
町

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
多
数
の
ご
指
導
と

ご
協
力
を
得
て
成
功
裡
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
を
前
に
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の

当
町
へ
の
ご
訪
問
を
は
じ
め
、
レ
ス

リ
ン
グ
競
技
会
初
日
に
は
常
陸
宮

殿
下
・
同
妃
殿
下
が
競
技
ご
観
戦

の
た
め
ご
来
町
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
訪
問
は

本
町
の
歴
史
始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と

で
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

喜
び
あ
え
る
記
念
す
べ
き
年
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
一
月
は
雪
の
少
な

い
暖
冬
に
始
ま
り
、
九
月
に
入
っ
て

は
集
中
豪
雨
に
よ
る
一
部
河
川
の
は

ん
ら
ん
は
、
住
宅
や
収
穫
を
目
前
に

し
た
農
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
、
自
然
の
猛
威
に
よ
る
試
練
の

年
と
も
な
り
ま
し
た
。

行
財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

三
年
目
と
な
り
ま
し
た
自
立
計
画

に
沿
っ
て
所
要
の
事
業
を
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で

も
町
民
待
望
の
一
大
事
業
で
あ
り
ま

す
五
城
目
第
一
中
学
校
の
建
設
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
が
出
来
、
校
舎
の

建
設
は
平
成
二
十
年
度
完
成
の
予

定
で
現
在
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
よ
り
ま
す
環
境
美
化
活
動
や
ま

ち
づ
く
り
活
動
事
業
の
二
つ
の
支
援

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
地
域
の
共

通
課
題
を
町
民
の
皆
さ
ま
と
行
政

と
の
協
働
に
よ
り
解
決
し
よ
う
と
す

る
取
り
組
み
が
現
実
の
も
の
と
な
っ

て
実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

迎
え
た
平
成
二
十
年
は
、
生
活
バ

ス
路
線
の
一
部
廃
止
に
伴
う
、
地
域

公
共
交
通
の
構
築
を
は
じ
め
、
五

城
目
町
農
業
活
性
化
促
進
会
議
を

中
心
と
し
た
特
産
品
開
発
等
へ
の
取

り
組
み
や
中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
な

ど
、
各
種
事
業
を
展
開
し
当
面
す

る
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
本

年
は
建
設
の
槌
音
が
響
く
広
ケ
野

の
台
地
に
新
し
い
学
び
舎
が
そ
の
雄

姿
を
現
し
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
教
育
の
殿
堂
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
希
望
を
ひ
と
つ
に
光
輝
く

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

温
か
い
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い

地
域
の
形
成
」
の
た
め
に
全
力
を
傾

注
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

町
政
に
対
す
る
一
層
の
ご
参
加
と
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て 五城目町長

渡　邉　彦兵衛
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８
月
31
日 

▼ 

五
一
中
が
創
立
60
周
年
を
迎
え
、

記
念
式
典
を
開
催
。

９
月
３
日 

▼ 

五
城
目
局（
８
５
２
局
）に
お
い

て
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス
開
始
。

９
月
15
日 

▼ 

□
□
□
□
□
さ
ん（
岡
本
一
区
）が

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
。

９
月
16
日
〜
17
日

 

▼ 

二
日
間
で
１
８
６
ミ
リ
の
降
水

量
を
記
録
。町
内
の
川
が
各
地

で
は
ん
ら
ん
。災
害
対
策
部
を

設
置
。農
地
な
ど
に
大
き
な
被

害
。

９
月
21
日 

▼ 

秋
田
わ
か
杉
国
体
・
わ
か
杉
大

会
の
大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー
を

開
催
。

９
月
30
日 

▼ 

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
ご
来
町

10
月
５
日 

▼ 

常
陸
宮
・
同
妃
両
殿
下
ご
来
町

10
月
５
日
〜
８
日

 

▼ 

秋
田
わ
か
杉
国
体
レ
ス
リ
ン
グ

競
技
会（
成
年
の
部
）が
開
か
れ
る
。

10
月
13
日
〜
15
日 

 

▼ 

秋
田
わ
か
杉
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
会（
聴
覚
障
害
者
の
部
）が
開

か
れ
る
。

10
月
28
日 

▼ 

国
民
文
化
祭
と
く
し
ま
大
会

で
、□
□
□
□
さ
ん（
下
山
内
）の

川
柳
が
日
本
一
に
選
ば
れ
る
。

11
月
１
日 

▼ 

武
田
和
栄
氏
が
副
町
長
に
就
任
。

11
月
30
日 

▼
五
一
中
の
建
設
工
事
に
着
手
。

12
月
１
日 

▼ 

五
城
目
や
ま
ゆ
り
会
へ
森
山
荘

を
譲
与
。

12
月
10
日 

▼ 

□
□
□
□
□
さ
ん（
浅
見
内
）が
百

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
。

12
月
18
日 

▼ 

首
相
官
邸
に
お
い
て
、地
域
再

生
計
画
の
認
定
書
が
授
与
さ
れ

る
。

12
月
20
日 

▼ 

五
一
中
建
設
工
事
の
安
全
祈
願

祭
を
実
施
。

９月30日　 　　　　　　　　　　　　　　　天皇・皇后両陛下ご来町

12月18日　  　　　　　　　　　　　　　　地域再生計画の認定書授与式

10月5日～8日　 秋田わか杉国体レスリング競技会（成年の部）開催

9月16日～17日　 町内の川が各地ではんらん。農地などに大きな被害。４月17日　 姉妹都市千代田区の新庁舎へ　　欅テーブルを贈呈

９月20日、町が提案していた地域再生計画「思い
やりと活力に満ちたふるさとの地域再生プラン」が内
閣府より認定され、首相官邸において認定書が授与さ
れました。
この認定により、町では国の支援を受けながら「思

いやりと活力に満ちたふるさとの創生」を目指し、雇
用拡大のための地域雇用創造推進事業を行っていきま
す。（現在実施中の人材育成セミナーと創業相談会も
その事業の一環です。開催のお知らせは21ページに掲
載しています。）



マ
イ
カ
ー
の
普
及
に
よ
り
路
線
バ
ス
の

利
用
者
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
収
支

の
改
善
は
極
め
て
厳
し
い
現
状
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
秋
田
中
央
交
通
株
式
会
社
か
ら
、

路
線
の
一
部
、
沖
田
面
線
、
大
潟
線
、
馬

場
目
線
に
つ
い
て
平
成
二
十
年
九
月
末
で

廃
止
す
る
旨
の
申
し
入
れ
が
九
月
十
四
日

付
け
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
か
ら
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
や
、
現
在

運
行
し
て
い
る
生
活
バ
ス
路
線
の
廃
止
の

可
否
な
ど
を
協
議
す
る
た
め
、
五
城
目
町

地
域
公
共
交
通
会
議
を
設
置
し
ま
す
。

生
活
環
境
等
維
持
管
理
業
務
の
支
援
制

度
に
つ
い
て
は
、
十
団
体
と
協
定
を
結
び
、

町
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
道
沿
線
や
公
共
施

設
の
環
境
美
化
活
動
が
主
な
業
務
内
容
で

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
計
画
的
で
機
動
性
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
で
あ
り
、
業
務
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
努
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
制
度
に

つ
い
て
は
、「
清
流
の
会
」
に
よ
る
馬
場
目

川
上
流
部
（
ネ
コ
バ
リ
岩
周
辺
）
の
環
境

整
備
事
業
を
採
択
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支
援
に
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

生
活
バ
ス
路
線
の
廃
止
に
伴
う
代
替
え

交
通
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
含
め
た

総
合
的
な
地
域
公
共
交
通
対
策
を
検
討
す

る
た
め
に
、
国
の
「
地
域
再
生
モ
デ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
「
通
学
路
の
安
全
確
保

の
た
め
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
活
用
推
進
事
業
」

を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
内
閣
官
房
地
域
活

性
化
統
合
事
務
局
よ
り
平
成
十
九
年
十
一

月
二
十
八
日
付
け
で
事
業
採
択
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

国
県
の
承
認
を
得
て
、
去
る
十
二
月
一
日

付
け
で
社
会
福
祉
法
人
五
城
目
や
ま
ゆ
り

会
と
町
有
財
産
譲
与
契
約
を
、
ま
た
敷
地

に
つ
い
て
は
町
有
土
地
無
償
貸
与
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。
森
山
荘
は
完
全
に
民
営

化
し
、
今
後
は
よ
り
一
層
の
入
居
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
高
齢
者
福
祉
行
政
が
推
進
さ

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
会
議
の

設
置
に
つ
い
て

 

総　

務　

課

1122月議会定例会月議会定例会12月議会定例会

平成19年12月議会定例会が、
12月10日から14日までの日程で
開催されました。議会では、「平
成19年度一般会計補正予算」など
15案件が可決・同意されました。
今月号では、定例会初日に行わ

れた渡邉町長の行政報告を要約し
て紹介します。

平成19年12月議会定例会が、

「  平成19年度　　　　
　一般会計補正予算」
など15案件が可決・同意

◆
◇
◆　

町
長
行
政
報
告
　

◆
◇
◆

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度

に
つ
い
て

 

ま
ち
づ
く
り
課

森
山
荘
の
譲
与
に
つ
い
て

 

町
民
福
祉
課
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地
域
再
生
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
に
つ
い
て

 

ま
ち
づ
く
り
課



八
郎
湖
周
辺
清
掃
事
務
組
合
が
、
平
成

二
十
年
二
月
一
日
か
ら
構
成
市
町
村
の
ご

み
全
量
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
り
、
試

運
転
に
向
け
た
準
備
作
業
を
順
調
に
進
め

て
い
る
旨
、
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
現

在
は
町
で
秋
田
市
へ
可
燃
ご
み
の
処
理
委

託
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
年

二
月
一
日
か
ら
は
男
鹿
市
・
南
秋
四
町
村

で
の
広
域
ご
み
処
理
施
設
（
八
郎
湖
周
辺

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
で
可
燃
ご
み
や
不

燃
ご
み
な
ど
を
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

災
害
発
生
時
は
時
期
的
に
水
稲
の
収
穫

を
控
え
て
い
た
こ
と
か
ら
農
道
の
通
行
確

保
が
緊
急
で
あ
る
と
判
断
し
、
農
道
の
流

木
、
堆
積
物
の
処
理
と
砕
石
投
入
を
実
施

し
、復
旧
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、今
後
、

来
春
の
営
農
再
開
に
支
障
が
で
な
い
よ
う

県
や
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
、
農
地
内
の
堆
積
・

漂
着
物
等
除
去
費
の
助
成
や
、
生
産
施
設

復
旧
支
援
資
金
の
利
子
補
給
な
ど
、
現
状

復
旧
に
要
す
る
経
費
を
助
成
し
て
参
り
ま

す
。現

在
、
譲
渡
計
画
に
基
づ
き
事
務
手
続

き
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
十
九
年
十
一

月
二
十
八
日
に
開
催
し
た
現
地
説
明
会
に

は
三
人
が
参
加
し
、
十
一
月
三
十
日
に
現

地
見
学
会
を
終
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
入

札
参
加
者
の
決
定
を
行
い
、
一
般
競
争
入

札
を
実
施
し
て
、
二
月
中
で
の
売
買
契
約

の
締
結
を
予
定
し
て
お
り
、
新
年
度
か
ら

営
業
で
き
る
よ
う
事
務
手
続
き
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

五
城
目
第
一
中
学
校
の
改
築
事
業
は
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
の

五
か
年
計
画
で
進
め
て
お
り
ま
す
。
給
食

施
設
を
含
む
校
舎
建
設
工
事
の
契
約
に
つ

い
て
は
、
十
一
月
二
十
九
日
に
株
式
会
社

沢
木
組
と
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
二
か

年
継
続
事
業
と
な
る
校
舎
建
設
工
事
の
契

約
額
は
、
十
億
六
九
五
万
円
で
、
工
期
は

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
平
成
二

十
一
年
三
月
十
三
日
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

長
年
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
願
い
で
あ
っ

た
五
城
目
第
一
中
学
校
改
築
の
実
現
に
向

け
て
、
今
後
も
鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
現
在
ま
で
の
火
災

発
生
は
、
建
物
火
災
部
分
焼
が
一
件
、
原

野
火
災
等
が
三
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
暖
房
器
具
の
使
用
が
多
く
な
る
と

と
も
に
、
年
末
年
始
を
控
え
慌
し
さ
も
増

す
中
、
な
お
一
層
火
災
予
防
に
意
を
注
い

で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

月議会定例会12

五
城
目
第
一
中
学
校
校
舎

建
設
工
事
に
つ
い
て

 

学
校
教
育
課

ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

 

町
民
福
祉
課

豪
雨
災
害
に
よ
る

復
旧
支
援
に
つ
い
て

 

産　

業　

課

町
内
で
四
件
の
火
災
が

発
生
し
ま
し
た

 

消
防
本
部

可決・同意された主な議案

行
政
報
告
を
行
う
渡
邉
町
長
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赤
倉
山
荘
の
譲
渡
に
つ
い
て

 
産　

業　

課

監査委員の選任につき同意を求めることに
ついて
　町監査委員の舘岡功さん（下高崎）が11月30日
をもって退職されたことから、新たに本間信義さん
（帝釈寺）を選任することに同意されました。

人権擁護委員候補者の推せんにつき意見を
求めることについて
　人権擁護委員の潟東玄昭さん（大川３区）が11月
30日をもって退任されたことから､新たに廣幡力さ
ん（西野）を推薦しました。

平成19年度　一般会計補正予算
　歳入歳出それぞれ１億531万3,000円の追加補正
｡補正後の予算総額は51億5,963万9,000円。
❖主な補正内容
歳　出
● 災害復旧事業 ･･･････････････････549万円の増額
　（林道災害３路線の工事請負費）
● 災害復旧事業 ･････････････････4,782万円の増額
　（河川・道路災害の工事請負費）



町
の
花
「
や
ま
ゆ
り
」
を
増

や
そ
う
と
平
成
九
年
に
設
立
さ

れ
た
町
や
ま
ゆ
り
栽
培
研
究
会

が
設
立
十
周
年
を
迎
え
、
十
一

月
三
十
日
、
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
会
員
の
皆
さ
ん
と
渡
邉

町
長
が
道
の
駅
に
あ
る
散
策
路

へ
や
ま
ゆ
り
の
球
根
百
五
十
個

を
植
え
ま
し
た
。

同
研
究
会
で
は
、
普
段
は
あ

ま
り
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
や

ま
ゆ
り
を
身
近
な
場
所
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
球
根
や

苗
の
植
え
付
け
作
業
を
実
施
し

た
り
、
球
根
の
増
殖
や
栽
培
の

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
や
ま
ゆ
り
」を
増
や
そ
う

や
ま
ゆ
り
栽
培
研
究
会
が
設
立
十
周
年

町
で
は
、
日
本
消
防
協
会
が

行
う
「
女
性
消
防
隊
に
よ
る
安

全
で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

推
進
事
業
」
の
助
成
を
受
け
、

軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
な
ど
を
購

入
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
同
協
会
が
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
け
入

れ
る
宝
く
じ
助
成
金
を
使
っ
て
、

女
性
消
防
隊
や
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
の
育
成
強
化
を
図
る
た
め
の

助
成
を
行
い
、
安
全
で
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

救命講習などに使う人形
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十
二
月
十
日
、
□
□
□
□
□

さ
ん
（
浅
見
内
・
明
治
四
十
年

生
ま
れ
）
が
満
百
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

前
日
の
十
二
月
九
日
に
は
家

族
で
お
祝
い
会
が
開
か
れ
、
渡

邉
町
長
が
賞
詞
と
お
祝
い
金
を

手
渡
し
ま
し
た
。

□
□
□
さ
ん
は
昨
年
の
十
月

ま
で
元
気
に
週
二
回
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
た
そ
う

で
、
身
の
回
り
の
こ
と
も
自
分

で
こ
な
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、「
百
歳
を
迎
え
て
皆
さ

ん
か
ら
お
祝
い
い
た
だ
き
、
非

常
に
う
れ
し
い
。
も
っ
た
い
な

い
こ
と
で
す
。」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
□
□
□
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

□
□
□
□
□
さ
ん

百
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う

こ
の
ほ
ど
、
幅
の
狭
い
道
路

を
持
ち
、
冬
に
除
排
雪
を
す
る

場
所
の
確
保
が
困
難
な
本
町
部

の
八
町
内
会
（
新
畑
町
、築
地
町
、

畑
町
、
米
沢
町
、
仲
町
、
長
町
、

古
川
町
、
紀
久
栄
町
）
が
、
冬

期
間
の
安
全
で
快
適
な
生
活
環

境
維
持
を
目
指
し
て
「
町
中
心

市
街
地
排
雪
対
策
協
議
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

同
協
議
会
へ
は
、
町
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
支
援
を
受

け
て
購
入
し
た
移
動
式
の
融
雪

機
械
八
台
と
除
雪
機
械
二
台
が

貸
し
出
さ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
行
う
除
排
雪
作
業
に
役
立
て

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
金
で

軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た

排
雪
困
難
区
域
で
の
冬
の
安
全
な
生
活
を

町
中
心
市
街
地
排
雪
対
策
協
議
会
へ
機
械
を
貸
与

初期消火などに活躍する軽可搬消防ポンプ協議会を立ち上げた８町内会の代表の皆さん

渡邉町長と協議会会長の□□□□さん（米沢町）



平成20年４月から老人保健制度が
「後期高齢者医療制度」に変わります

【
保
険
料
の
仕
組
み
と
納
付
方
法
】

老
人
保
健
制
度
が
平
成
二
十
年
三
月
で
廃

止
さ
れ
、平
成
二
十
年
四
月
か
ら
新
た
に
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。

七
十
五
歳
以
上
の
方
（
一
定
の
障
害
が
あ

る
六
十
五
歳
以
上
の
方
を
含
む
）
は
、
現
在

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
（
国
民
健
康
保
険

や
社
会
保
険
、
健
保
組
合
、
共
済
組
合
な
ど
）

の
資
格
を
抜
け
て
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

へ
加
入
し
、
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

険
証
を
個
人
（
被
保
険
者
）
で
持
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

▼
な
ぜ
制
度
が
変
わ
る
の
？

こ
れ
ま
で
は
、
加
入
す
る
制
度
に
よ
っ

て
保
険
料
を
負
担
す
る
人
と
し
な
い
人
が

い
た
り
、
市
町
村
に
よ
っ
て
保
険
料
に
違

い
が
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
制
度
で
は
、
負
担
能
力
に
応
じ

て
皆
さ
ん
か
ら
公
平
に
保
険
料
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
県
内
で
は
同

じ
所
得
で
あ
れ
ば
同
じ
保
険
料
に
な
り
ま

す
。

▼
後
期
高
齢
者
っ
て
？

七
十
五
歳
以
上
の
方
と
、
一
定
の
障
害

が
あ
る
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
す
。

▼
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
？

下
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

平成20年３月まで　老人保健制度 平成20年４月から　後期高齢者医療制度
運 営 主 体 各市町村の老人保健制度 県後期高齢者医療広域連合（県内全市町村が加入）

医療費の自己負担 １割（現役並所得者は３割）

対 象 と な る 人 75歳以上の方（一定の障害がある65歳以上の方を含む）

対 象 と な る 時 75歳の誕生月の翌月から 75歳の誕生日から

保 険 料 加入している医療保険に各自納付
（健保組合などの被扶養者を除く） 後期高齢者全員が納付（原則として年金から天引き）

保 険 証 国民健康保険、政管健保、健保組合、
共済組合などの保険証 「後期高齢者医療制度」独自の保険証

葬祭費（死亡時） 各保険者による ５万円

す
べ
て
の
七
十
五
歳
以
上
の

方
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
六
十

五
歳
以
上
の
方
を
含
む
）
か
ら

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す

　

こ
の
制
度
で
は
、
県
内
の
後
期
高
齢
者
の
医
療

に
か
か
る
費
用
か
ら
自
己
負
担
を
除
い
た
分
を
、

国
・
県
・
市
町
村
で
五
割
、
現
役
世
代
（
七
十
四

歳
以
下
）
で
四
割
負
担
し
、
残
り
の
一
割
を
後
期

高
齢
者
の
皆
さ
ん
か
ら
保
険
料
と
し
て
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
保
険
料
の
計
算
方
法

　

保
険
料
（
年
額
）
は
、
対
象
者
に
等
し
く
負

担
い
た
だ
く
「
均
等
割
」
と
、
対
象
者
の
所
得

に
応
じ
て
負
担
い
た
だ
く
「
所
得
割
」
と
の
合

計
額
に
な
り
ま
す
。

※ 

所
得
が
低
い
方
や
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方
へ
の
保
険
料
の
軽
減
措
置
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

　

役
場
町
民
福
祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
０
８
）

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
８
３
８
・
０
６
１
０
）

【秋田県後期高齢者保険料率】

均 等 割 額
＋

所 得 割 率

38,426円 7.12%

　※合計額の100円未満は切り捨て
　※保険料の上限額は50万円

▼保険料の納付方法

年金額が年額18万円以上 年金から天引き

年金額が年額18万円未満
町から送付される
納付書で納付

介護保険料と後期高齢者医療
保険料の合計額が年金額の
1/2を超える
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91%の方が
地域の公共交通を維持することは必要と回答！

路線バス利用者のうち
　●「ほぼ毎日利用」と回答された方 ････････････ ６％
　●「週２～３回利用」と回答された方 ･･････････12％
　●「週１回程度利用」と回答された方 ･･････････13％
　●「月に２～３回利用」と回答された方が ･･････39％
　●「年に２～３回利用」と回答された方が ･･････30％
　● 週１回以上利用している方が路線バス利用者全体の
31％（375人）でした。

地域公共交通についてのアンケート 回収率74％

問３．あなたのご家族は自家用車を所有しておりますか ⇒　　所有率83％

問４．あなたのご家族で路線バスを利用している人はおりますか ⇒　「はい」に36％

問５．路線バスの利用回数はどのくらいですか ⇒　　週１回以上の利用が31％

　● 「通院」目的が最も多く ････････････････････40％
　　次に「買い物」目的が ･･････････････････････29％
　● 通学・通勤を目的とした利用が全体の10％しかない
のは自家用車に依存しているためと考えられます。

　　 一方、通院・買い物目的が全体の69％を占めたの
は、自家用車を所有しない方々にとって欠かすこと
のできない交通手段であることがわかります。

問６．路線バスの利用目的は何ですか ⇒　　「通院・買い物」目的が69％

ほぼ毎日
回数

100 200 300 400 利用者数0

路線バスの利用回数はどのくらいですか

週2～3回

週1回

月2～3回

年2～3回

通　学
目的

100 200 300 400 500 600 人数0

路線バスの利用目的は何ですか

通　勤

通　院

買い物

その他

アンケートにご協力をいただきありがとうござ
いました。
地域公共交通に対する皆さんの意向を反映させ

るため実施した調査の結果がまとまりましたの
で、その概要を２回にわたりお知らせします。
今回はアンケートにおいて現状の運行に関連す

る設問部分（問３から問８まで）の結果を掲載し、
次回は代替交通に関連する設問部分（問９から問
16まで）の結果などを掲載します。
なお、このアンケートを通じ皆さんからいただ

いた多くのご意見・ご要望はすべて地域公共交通
会議に報告するとともに、代替交通システムの構
築に役立てさせていただきます。
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十
二
月
七
日
、
飲
酒
運
転
徹
底
追
放
月
間

に
あ
わ
せ
て
、
町
交
通
安
全
協
会
や
町
交
通

指
導
隊
、
五
城
目
警
察
署
の
皆
さ
ん
が
合
同

で
町
内
三
十
八
か
所
の
飲
食
店
を
訪
問
し
、

飲
酒
運
転
の
徹
底
追
放
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
訪
問
に
は
町
の
ヒ
ー
ロ
ー
「
だ
ま

こ
マ
ン
」
も
参
加
し
、「
お
客
さ
ん
が
飲
酒
運

転
を
し
な
い
よ
う
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
」

と
協
力
を
お
願
い
し
て
歩
き
ま
し
た
。

町
の
ヒ
ー
ロ
ー「
だ
ま
こ
マ
ン
」が

飲
酒
運
転
徹
底
追
放
を
呼
び
か
け
る

町芸術文化章授章式
芸術分野に尽力された３人を表彰
去る11月４日、五城館において町芸術文化章授章式（主

催：町芸術文化協会）が開催され、長年それぞれの芸術分
野において尽力された３人へ、□□□□会長から表彰状が
贈られました。
・□□　□□（□□）さん（川柳、新里町）
・□□□□□さん（俳句、上田町）
・□□　□□さん（歌要、蓬内台）

左から□□さん、□□さん、□□会長、□□さん

　● 「10歳代」の利用が ･･･････････････････････ ７％
　　「50歳代」以上の利用が ･･･････････････････86％
　● 学生や高齢者など、いわゆる交通弱者の方々が全体
の93％を占める結果となりました。

　● 問６、問７の設問により路線バスを利用される方々
の86％が50歳代以上で、通院・買い物を主な利用
目的にされていることがわかります。

問７．路線バスを利用される方の年齢は何歳代ですか ⇒　50歳代以上の利用が86％

　●「自家用車があるから」が ･･････････････････68％
　● 定時、定路線のバスに対しては利用する側がその運
行に合わせた生活を強いられますが、自家用車は利
用する側の生活に合わせることができるための結果
と判断できます。

　　 このことは、「運賃が高いから」よりも「運行回数
が少ないから」を理由とする方が多いことからも、
利便性を重視していることがわかります。

問８．路線バスを利用しない理由は何ですか ⇒　「自家用車があるから」が68％

0歳～
年代

100 200 300 400 500 人数0

路線バスを利用される方の年齢は何歳代ですか

20歳～

40歳～

60歳～

80歳～

10歳～

30歳～

50歳～

70歳～

90歳～

自家用車が　　　
あるから

理由

500 1000 1500 人数0

路線バスを利用しない理由は何ですか

路線バスは
時間がかかるため

運賃が高いから　

運行回数が　　　
少ないから

停留所が遠いから



健康・子育てお助け情報健康・子育てお助け情報

　家族や周りのひとが悩んでいたり
うつ病にかかったとき、どのように
接するのがよいでしょうか。そっと
しておこうか、励まそうか……。
　基本的には放っておかずに、「あ
なたは必要な人だ」という思いを伝
えたり、相談先（※ふきのとうホッ
トライン）を紹介したりすることが
重要です。
　この相手の心を理解しようという
「良いおせっかい」の姿勢が大切な
のですが、具体的に自分にできる事
については、よく分からない点があ
ると思います。

　心について気軽に学べるよう、
「心の健康づくりセミナー」を左記
のとおり開催します。自分にできる
事を探しに参加してみてください。

※「ふきのとうホットライン」
　 　さまざまな困りごとや心配ごと
が相談できる窓口をネットワーク
化した相談網。
　詳しくは（県健康対策課HP
　 http://www.pref.akita.jp/eisei/）
をご覧ください。

町民福祉課　保健師
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こころはればれ
通信　Vol.18
悩んでいるひとを支えることができたら･･･
「あなたの役割」
悩んでいるひとを支えることができたら･･･

健健 診・診・予 防 接 種予 防 接 種
お知らせカレンダーお知らせカレンダー
健 診・予 防 接 種
お知らせカレンダー1月

■　健　　診　■
15日　乳児健康診査
対象　平成19年９月生まれ

12時40分～13時
　　　平成19年３月、６月生まれ

13時15分～13時30分
場所　ケアセンター五城目
※４か月児のみＢＣＧ予防接種

31日　2歳児歯科健康診査
対象　平成17年７月、８月生まれ
受付　12時40分～13時10分
場所　ケアセンター五城目

■　そ の 他　■
10日　いきいき健康教室
対象　対象者には通知済みです
受付　９時30分～12時
場所　ケアセンター五城目

17日　離乳食づくり教室
対象　対象者には通知済みです
受付　10時～12時
場所　ケアセンター五城目

21日・28日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時
場所　町民福祉課

22日　骨粗しょう症予防教室
対象　対象者には通知済みです
受付　９時50分～14時30分
場所　ケアセンター五城目

町民福祉課福祉保健係
☎８５２・５１８０

遊びに
　　おい

でよ

もりやまこども園
「わんぱーく」を
開催します
　子育てのこと、お子さんの健
康のことなどについて、保育士
や同じ子育て中の皆さんとお話
してみませんか。
　気軽に遊びに来てください。▲

１月15日㈫、16日㈬、29日㈫
　もりやまこども園
※15日㈫は保健相談もあります。
※ いずれの日も、午前９時30分
から午前11時30分まで
※ 子育てに関する相談やお問い
合わせは、五城目保育園（☎
852・3805）まで

町の心の健康づくりについて、
一緒に考えてみませんか？

平成19年度
「心の健康づくりセミナー」

▲

１回目　１月30日㈬
　午後１時30分～

　

▲

会　場　役場４階大会議室
　

▲

内　容
　　 講話「自殺の動向について」
　　　　講師　秋田大学医学部

□□　□□　教授
　　講話「 心の疲れから生じるサイ

ンとその対応について」
　　　　講師　笠松医院

　□□　　□　院長▲

２回目　２月14日㈭
午後１時30分～▲

３回目　２月21日㈭
午後１時30分～

※ 受講は無料です。お申し込み・
お問い合わせは役場町民福祉課
（☎852・5180）まで。



11 KOHO GOJOME No.882 2008.1.1

■保険料を納めないでいると……
　 　特別な事情がないのに保険料を滞納していると、介
護サービスを利用するときに滞納期間に応じて次のよ
うな措置がとられます。

　 ▼１年以上滞納すると……
　　➡ 　利用者が費用の全額を一時自己負担し、申請

によりあとで保険給付分（費用の９割）が支払
われます。

　 ▼１年６か月以上滞納すると……
　　➡ 　利用者が費用の全額を負担し、申請後も保険

給付分の一部または全部が一時的に差し止めと
なったり、滞納していた保険料と相殺されたり
することがあります。

　 ▼２年以上滞納すると……
　　➡ 　利用者負担が1割から3割に引き上げられます。

※ 災害などの特別な事情で一時的に保険料が納められな
くなったときは、役場町民福祉課（☎852・5107）
へご相談ください。保険料の減額や免除、または徴収
が猶予される場合があります。

介護保険料を納めましょう

１割負担が… ３割負担にも！

➡

民生・児童委員は、生活上の悩み事や福祉に関
すること、子どものいじめや虐待など、皆さんが
抱える問題や要望をお聞きし、相談や助言を行っ
ています。

（敬称略）

№ 担 当 区 域 名 氏　　名 電話番号
1 広ヶ野・希望ヶ丘 小 林 憲 竹 852－3884
2 新里町 小 玉 哲 男 852－4547
3 上田町・田町（一部） 坂 谷 芳 博 852－3086
4 田　町 椎 名 チ サ 852－2323
5 今町・御蔵町 佐 藤 憲 夫 852－2311
6 川原町・新町・一番町 北 嶋 悦 子 852－3908
7 古川町 柴 田 喜 芳 852－3238
8 紀久栄町・長町 板 垣 孝 子 852－2364
9 新畑町・ななくら（仮称） 渡 邉 恒 子 852－3822
10 東磯ノ目 泉 谷 三 郎 852－4905
11 西磯ノ目 半　田　新一郎 852－4977
12 矢場崎 村 上 敬 二 852－4729
13 築地町・米沢町 浅　野　れい子 852－9025
14 畑町⑴ 沢田石　禮　子 852－3331
15 畑町⑵ 大　原　由紀子 852－3290
16 小池町・仲町・昭辰町 佐 藤 治 代 852－9170
17 雀　舘 永 井 政 則 852－4033
18 中川原・舘町・樋口 猿 田 寿 子 852－3470
19 上樋口・岩城町 猿 田 幸 藏 852－3287
20 高崎（上・中・下） 舘 岡 悦 子 852－9180
21 久保・舘越 一 関 邦 子 852－4086
22 岡本１区 佐々木　勝　美 852－9149
23 岡本２区 大 石 政 子 852－4192
24 野　田 工 藤 鎮 雄 852－9207

№ 担 当 区 域 名 氏　　名 電話番号
25 浦横町 小 玉 涼 子 852－9102
26 帝釈寺 草 皆 鐘 悟 852－4814
27 町村・門前 伊　藤　万亀子 852－4832
28 蓬内台 宮　城　吉太郎 853－2840
29 中村・寺庭 石 井 文 義 853－2638
30 平ノ下・水沢・小野台 金 野 　 實 853－2405
31 恋地・坊井地 佐々木　久米雄 853－2832
32 杉沢・合地 石　川　久美子 853－2280
33 下山内 菅 生 　 隆 852－9553
34 上山内 大 石 良 雄 852－9662
35 富　田 原 田 富 雄 854－2480
36 八田・台御蔵下 伊　藤　加代子 854－2206
37 脇村・乙市 小 玉 勝 藏 854－2123
38 落　合 伊 藤 武 昭 854－2052
39 高田・千日 小 玉 明 子 854－2071
40 北村・高樋 小 玉 俊 雄 854－2019
41 湯ノ又1区・2区・小川口 畑 澤 ヱ ミ 854－2637
42 湯ノ又３区・４区 松　橋　丹十郎 855－3031
43 浅見内１区・２区・３区 工 藤 市 男 854－2343
44 浅見内４区・５区・６区 松　橋　アヤ子 854－2512
45 黒土・小倉 石 井 鉄 作 854－2653
46 大川１区・２区 嶋 﨑 幸 喜 875－2876
47 大川３区 嶋　﨑　喜太郎 875－2163
48 大川４区 北 島 英 俊 875－2171
49 下樋口・曙町 嶋 﨑 峯 子 875－3283
50 西　野 千 田 房 子 852－9230
51 谷地中・石崎 鷲 谷 貞 子 852－9338
52 主任児童委員 小 玉 　 恵 852－4929
53 主任児童委員 児 玉 恵 子 852－4774
54 主任児童委員 佐々木　登美子 853－2657

まちの相談役　民生委員・児童委員を紹介します



12KOHO GOJOME No.882 2008.1.1

平成20年２月から
「ごみの分け方」が変わります。ご確認ください！ 新しいごみ処理施設がいよいよ完成します！

　男鹿市・南秋４町村で構成する「八郎湖周
辺清掃事務組合」で男鹿市に建設していた新
しいごみ処理施設が、まもなく完成します。
　これまで町では、秋田市に可燃ごみの処理
を委託していましたが、これからはこの新し
いごみ処理施設で、可燃ごみや不燃ごみなど
を処理することになります。

　

新
し
い
ご
み
処
理
施
設
は
四
月
一
日
か
ら

本
格
稼
働
が
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
向
け
て
二
月
一
日
か
ら
試
験
稼
動
が

始
ま
り
ま
す
。

　

処
理
を
す
る
施
設
が
変
わ
る
こ
と
に
よ

り
、
ご
み
の
出
し
方
や
分
け
方
を
一
部
変
更

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

・ 

町
指
定
の
ご
み
袋
で
、
収
集
日
当
日
の
午

前
八
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

ご
み
袋
に
は
名
前
を
記
入
し
、
重
さ
十
㌕

以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

粗
大
ご
み
と
古
紙
類
以
外
の
六
種
類
の
ご

み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
袋
に
分
け
て
く
だ
さ

い
。

・ 

ご
み
袋
の
結
び
口
は
必
ず
結
ん
で
く
だ
さ

い
。

※ 

違
反
し
た
場
合
は
、
違
反
ご
み
シ
ー
ル
を

貼
り
ま
す
。

▼
ご
み
の
分
け
方
に
つ
い
て

※
左
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
次
の
も
の
は
収
集
で
き
ま
せ
ん

・ 

廃
家
電
五
品
目

　

 

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍

庫
、
洗
濯
機
（
家
電
製
品
取
扱
店
へ
）

・ 

パ
ソ
コ
ン
指
定
品

　

 

パ
ソ
コ
ン
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

　

（
メ
ー
カ
ー
ま
た
は
取
扱
店
へ
）

・ 

適
正
処
理
困
難
物

　

 

ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
消
火
器
、
廃
油
、
タ
イ

ヤ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
耐
火
金
庫
、
ピ
ア

ノ
、
農
薬
、
塗
料
、
ス
プ
リ
ン
グ
入
り

マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど
（
取
扱
店
ま
た
は
産
業

廃
棄
物
処
理
業
者
へ
）

・ 

産
業
廃
棄
物

　

 

家
屋
廃
材
、
農
業
廃
材
（
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
、
ビ
ニ
ー
ル
、
肥
料
袋
な
ど
）
（
取
扱

店
ま
た
は
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
へ
）

・ 

医
療
系
廃
棄
物

　

 

注
射
器
、
注
射
針
、
点
滴
袋
、
点
滴

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
（
各
病
院
施
設
ま
た
は
取

扱
店
へ
）

▼ 

「
事
業
系
一
般
ご
み
」
の
処
理
料
金
が
変

わ
り
ま
す

　

 

二
月
一
日
か
ら

　

十
㌕
あ
た
り　

百
六
十
円

　

（
内
訳
） 

事
業
系
一
般
ご
み

十
㌕
あ
た
り　

九
十
円

　
　
　
　
　

 

焼
却
灰
処
理
料

十
㌕
あ
た
り　

七
十
円

▼施設の概要
　・名　　称
　　八郎湖周辺クリーンセンター
　・所　在　地
　　男鹿市松木沢

字板引沢台73番地
　・処理能力
　　可燃ごみ……60トン／１日
　　 不燃・資源・粗大ごみなど
　　　　　……15トン／５時間

２
月
か
ら
ご
み
の
出
し
方
や

分
け
方
が
変
わ
り
ま
す



平成20年２月から
「ごみの分け方」が変わります。ご確認ください！

ごみに関するお問い合わせ　役場町民福祉課町民生活係（☎８５２・５１１２）

区分 収 集 す る 主 な も の 出 す 時 の 注 意 点

可

燃

ご

み

❶
生 ご み
紙 類
木 く ず 類
ゴム・皮革類
プラスチック類
布 類

・ 生ごみ類・紙くず類・ゴム・皮革類・プラスチック類・ビ
ニール類・アルミ製類など

・生ごみは、十分に水切りをする。
・ 発泡スチロール、プラスチック類の大き
なものは、ごみ袋に入る程度に砕く。
・食用油は紙や布に染込ませる。
・紙おむつは、汚物を取り除く。
・ 木やせん定枝などは、ごみ袋に入る程度
に切る。

（プラスチック製のキャップは可燃ごみ）

不

燃

ご

み

❷
ガ ラ ス 類

・陶器類・ガラス類・電球類・蛍光管・化粧ビンなど ・ 割れた陶器類・ガラスは、新聞紙などに
包む。
・ 蛍光管などは、ビニール袋に入る大きさ
に砕いて新聞紙等に包む。

（袋に他の金属類を混ぜない）

❸
金 属 類

・ 鍋・釜・ヤカン・包丁・薬品缶・塗料缶・一斗缶・電池類・
スプレー缶など

・ スプレー缶は、破裂する可能性があるの
で穴を開ける。
・ 包丁、ナイフなどは、新聞紙に包む。
・ 薬品、塗料、一斗缶などは、中身を抜き取る。
（袋に他の金属類を混ぜない）
（ 金属製のキャップや缶詰のふたなどは不燃ごみ）

資　
　
　

源　
　
　

ご　
　
　

み

❹
缶 類

・スチール缶・アルミ缶
　【主なもの】飲料缶・菓子缶・ミルク缶など

・中を軽く水洗いする。
・中に異物を入れない。
・キャップを外す。
・スチール、アルミ缶は混合可能。
（外した缶詰のふたなどは不燃ごみ）

❺
ビ ン 類

・無色・茶色・その他
　【主なもの】ジュース・清涼飲料・酒類など

・中を軽く水洗いする。
・中に異物を入れない。
・キャップを外す。
・ 無色、茶色、その他のビンは混合可能。
（外した金属性キャップは不燃ごみ）

❻
ペットボトル

・清涼飲料水・酒類・しょう油
　【主なもの】ジュース・清涼飲料・清酒・焼酎・みりん・しょう油

・中を軽く水洗いする。
・中に異物を入れない。
・キャップとラベルを外す。
・ ボトルは、潰しても潰さなくてもよい。
（はがしたラベルとキャップは可燃ごみ）

❼
古 紙 類

・新聞・雑誌・段ボール・その他 ・止め金具やテープなどを外す。
・ 種類ごとにまとめ、紙ひもで十字に縛る。
（古紙類の票せんを１枚付け、名前を書く）
（一束の高さ20cm重さ10㎏以内）

粗

大

ご

み

❽
家 具 類
家電製品類
寝具・敷物類
乗 り 物 類

タンス・机・イス・書棚・応接セット・ストーブ・電子レンジ・湯沸器
ガスコンロ・掃除機・布団・ベット・マットレス・ジュータン・畳
自転車・三輪車・車椅子・歩行器・ベビーカー・手押し車など

可燃粗大ごみ
※ 幅1.2ｍ長さ２ｍ高さ１ｍを越えないもの
不燃粗大ごみ
※ 幅1.2ｍ長さ1.2ｍ高さ２ｍを越えないも
の

（ 品目ごとに分別し、１個につき粗大ごみの票
せんを１枚付け、名前を書く）
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私
は
今
ま
で
税
金
に
つ
い
て
考

え
た
り
、
興
味
を
持
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

回
、
学
校
で
渡
さ
れ
た
税
に
つ
い

て
の
資
料
を
見
て
、
初
め
て
知
っ

た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
の
三
つ
に
つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
私
達
が
使
っ
て
い

る
教
科
書
に
も
税
金
が
使
わ
れ
て

い
る
と
言
う
こ
と
で
す
。
教
科
書

は
今
ま
で
自
分
の
家
で
お
金
を

払
っ
て
買
っ
て
い
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
い

ろ
い
ろ
な
人
達
か
ら
納
め
ら
れ
た

税
金
か
ら
で
し
た
。
私
は
、
一
生

懸
命
働
い
た
お
金
を
納
め
て
く
れ

た
人
達
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持

ち
、
大
切
に
教
科
書
を
使
お
う
と

思
い
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
市
町
村
の
ゴ
ミ
処

理
費
用
に
も
税
金
が
使
わ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
達
の
生

活
か
ら
出
た
ゴ
ミ
を
収
集
に
来

る
、
ゴ
ミ
収
集
車
を
町
で
よ
く
見

か
け
ま
す
。
よ
く
考
え
れ
ば
、
ゴ

ミ
収
集
の
お
金
は
ど
こ
か
ら
来
て

い
る
の
か
不
思
議
で
す
。
県
か
ら

の
お
金
か
と
も
思
い
ま
し
た
が
、

全
て
の
元
を
た
ど
れ
ば
税
金
で
、

そ
の
税
金
は
自
分
達
が
払
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
ゴ
ミ
を
た
く
さ
ん
出
せ
ば

出
す
ほ
ど
税
金
は
多
く
使
わ
れ
ま

す
。
捨
て
ら
れ
て
い
る
粗
大
ゴ
ミ

の
中
に
も
、
ま
だ
使
え
そ
う
な
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
も
の
を
ゴ
ミ
と
考
え
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、
捨
て
る
人
に
は
、

他
の
使
い
道
が
な
い
か
考
え
て
欲

し
い
と
思
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
売
っ
た
り

す
れ
ば
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人

が
得
を
し
、
ゴ
ミ
も
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ゴ
ミ
が

減
る
と
地
球
に
も
優
し
く
、
使
わ

れ
る
税
金
も
減
り
、
そ
の
残
っ
た

税
金
は
公
共
施
設
の
充
実
に
も
使

わ
れ
た
り
し
ま
す
。
つ
ま
り
、も
っ

と
住
み
や
す
く
な
り
、
結
局
は
自

分
達
の
た
め
に
な
る
の
で
す
。「
捨

て
る
前
に
、
他
の
使
い
道
が
な
い

か
よ
く
考
え
る
。」
こ
う
い
っ
た
ク

セ
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

三
つ
目
は
、
日
本
が
消
費
税
を

導
入
し
た
理
由
が
高
齢
化
が
進
ん

だ
た
め
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
は
一
人
の
お
年
寄
り
を
三

人
で
支
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
が
、
い
ず
れ
は
一
・
八
人
で

支
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
へ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
消

費
税
は
導
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
他
の
国
に
比
べ
る
と
税
率

が
低
い
消
費
税
で
す
が
、
私
に
は

な
ぜ
必
要
な
の
か
が
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
、
導
入
さ
れ
た

理
由
を
知
っ
て
、
消
費
税
は
日
本

の
未
来
の
た
め
に
も
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
大
切
な
も
の
だ
と
い
う

こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
作
文
を
通
し
て
、
税
金

が
私
達
の
生
活
に
は
必
要
な
も
の

だ
と
い
う
こ
と
が
良
く
わ
か
り
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
私
は
国
民
が

一
生
懸
命
働
い
て
納
め
た
税
金
を

し
っ
か
り
と
管
理
し
、
ム
ダ
に
使

う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
よ
う
に
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

□
□　
　

□
さ
ん
（
五
一
中
二
年
）

「
未
来
を
支
え
る
税
金
」

g gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

 

今
月
号
で
は
、県
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
長
賞
を
受
賞
し

た
□
□
□
さ
ん
の
作
品
と
、

秋
田
北
税
務
署
長
賞
を
受
賞

し
た
□
□
□
□
さ
ん
の
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。

町県民税
税の住宅ローン控除が

　　　　　　　　に適用される場合があります
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
所
得
税
額
が
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
の
所
得
税

か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額
が
控
除
し

き
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
平
成
二
十
年
度
の

町
県
民
税
の
所
得
割
部
分
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。

▼
対　

象　

 

平
成
十
一
年
か
ら
十
八
年
ま
で

住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
た
方

町
県
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
場
合
に
は

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
平
成
十
九
年

分
の
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
額
が

発
生
し
た
場
合
は
、
平
成
二
十
年
三
月
十
七

日
㈪
ま
で
、
左
記
の
方
法
に
よ
り
「
市
町
村

民
税
道
府
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
な
い
方

　
（
年
末
調
整
だ
け
で
済
ま
せ
る
方
な
ど
）

　
　
　
　
　

⬅

　
　

源
泉
徴
収
票
と
一
緒
に
、

　
　

役
場
税
務
課
へ

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

　
　
　
　
　

⬅

　
　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
と
一
緒
に
、

　
　

 

税
務
署
へ
（
町
の
申
告
相
談
で
申
告
さ

れ
る
方
は
、
そ
の
時
に
提
出
）

※ 

申
告
書
は
、
役
場
税
務
課
に
用
意
し
て

い
ま
す
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
税
務
課
（
☎

８
５
２
・
５
１
４
４
）
ま
で
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g gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg gg

「
あ
れ
、
美
術
の
教
科
書
、
ど

こ
に
置
い
た
っ
け
」
冬
休
み
、
私

は
美
術
の
教
科
書
を
無
く
し
た

こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
美
術
の
授
業
で
、
あ
ま
り
教

科
書
を
使
う
機
会
は
無
か
っ
た

の
で
、
私
は
「
無
く
て
も
困
ら
な

い
だ
ろ
う
。」
と
思
い
、
探
し
も

せ
ず
、
そ
の
日
以
来
、
特
に
気
に

す
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
毎
日
を

当
た
り
前
の
よ
う
に
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
た
っ
た

あ
る
日
、
母
が
こ
ん
な
こ
と
を
言

い
ま
し
た
。「
そ
ろ
そ
ろ
車
の
お

金
を
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
わ

ね
。」母
が
言
っ
て
い
る
の
は「
自

動
車
税
」
の
こ
と
で
し
た
。「
車

に
も
税
金
が
あ
る
の
。
中
学
校
は

義
務
教
育
だ
か
ら
税
金
は
身
近

に
あ
る
の
よ
。
例
え
ば
教
科
書
。

お
母
さ
ん
は
教
科
書
を
お
金
を

出
し
て
買
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い

け
ど
、
で
も
決
し
て
た
だ
じ
ゃ
な

い
の
。
税
金
を
通
じ
て
、
国
か
ら

頂
い
た
も
の
な
の
よ
。」

そ
ん
な
話
を
聞
き
、
私
は
無
く

し
て
し
ま
っ
た
美
術
の
教
科
書

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
も
し
も
こ

の
ま
ま
教
科
書
を
無
く
し
た
ま

ま
に
し
て
お
い
た
と
し
た
ら
、
税

金
を
支
払
っ
て
い
る
人
達
の
努

力
や
思
い
を
無
視
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
、
私
は
教
科
書
を
探
し
ま
し

た
。
教
科
書
は
、
案
外
あ
っ
さ
り

見
つ
か
り
ま
し
た
。
探
せ
ば
見
つ

か
る
の
に
探
そ
う
と
し
な
か
っ

た
以
前
の
私
は
、
な
ん
て
税
を
軽

く
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
、
と

て
も
は
ず
か
し
く
な
っ
た
と
同

時
に
、「
税
」
に
感
謝
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
大
き
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
も
っ
と
税
に
つ
い

て
知
り
た
い
、
考
え
た
い
と
思
う

よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
年
か
ら
私
の
通
っ
て
い
る

学
校
は
、
校
舎
新
築
作
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。わ
た
し
た
ち
生
徒
が
、

よ
り
良
い
環
境
で
勉
強
が
で
き

る
よ
う
に
と
の
、
た
く
さ
ん
の

方
々
の
願
い
と
共
に
校
舎
解
体

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

た
く
さ
ん
の
お
金
が
か
か
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
で
も
そ
の
お
金
も

税
金
が
負
担
し
て
く
れ
る
と
知

り
ま
し
た
。

私
は
今
ま
で
、「
税
金
」
を
納

め
る
の
は
大
人
だ
か
ら
子
供
に

は
関
係
の
な
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
違
い
ま

し
た
。
私
た
ち
中
学
生
が
、
実
は

一
番
、
税
に
身
近
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
こ
う
し
て
元

気
に
学
校
へ
通
え
る
の
も
、
税
金

が
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
か
ら
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
環
境
の
良
さ
を

当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
考

え
て
し
ま
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
私
も
毎
日
、
税
を
納
め
て

い
る
人
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、大
人
に
な
っ

た
ら
、
今
度
は
私
が
税
を
し
っ
か

り
と
納
め
て
、
人
々
の
暮
ら
し
に

役
立
つ
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
社
会
の

一
員
と
し
て
、
税
に
よ
っ
て
み
ん

な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
北
税
務
署
長
賞

□
□　

□
□
さ
ん
（
五
一
中
三
年
）

「
暮
ら
し
を
支
え
る
税
」

地震保険料控除
税の損害保険料控除が

へ変わりました
これまで、所得税や住民税から支払った保険

料が控除されていた「損害保険料控除」が、「地
震保険料控除」に変わりました。
所得税の平成19年課税分、住民税の平成20

年度課税分からは、住宅や家財などの生活資産
にかけた地震保険料が控除の対象となります。
※ 経過措置として、平成18年12月31日までに
締結した長期損害保険契約については、これ
までの制度が適用されます。

控　　除　　内　　容 所得税
控除限度額

住民税
控除限度額

❶地震保険料契約に関する保険料 50,000円 25,000円

❷長期損害保険契約に関する保険料
※ 経過措置で、平成18年12月31日
までに締結した契約

※短期損害保険契約については廃止

15,000円 10,000円

❶と❷、どちらもある場合
それぞれの金額の合計額

50,000円 25,000円



■ 

印
鑑
と
申
告
書
（
申
告
書

は
会
場
に
も
用
意
し
て
あ

り
ま
す
）

■ 

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書

用
紙
が
送
付
さ
れ
て
い
る

方
は
、
そ
の
申
告
書

■ 

給
与
、
公
的
年
金
な
ど
の

収
入
が
あ
っ
た
方
は
、
平

成
十
九
年
分
の
源
泉
徴
収

票
■ 

事
業
に
よ
る
収
入
が
あ
っ

た
方
は
、
収
入
と
必
要
経

費
な
ど
が
わ
か
る
帳
簿

類
、
領
収
書
な
ど

■ 

平
成
十
九
年
中
に
支
払
っ

た
国
民
健
康
保
険
税
・
国

民
年
金
保
険
料
・
介
護
保

険
料
・
医
療
費
な
ど
の
領

収
書
と
、
保
険
金
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
わ

か
る
も
の
、
生
命
保
険
、

地
震
保
険
な
ど
の
控
除
証

明
書

■ 

配
偶
者
に
所
得
が
あ
っ
た

方
は
、
そ
の
所
得
が
わ
か

る
書
類

■ 

障
害
者
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
障
害
手
帳
ま
た
は

役
場
町
民
福
祉
課
な
ど
で

発
行
す
る
障
害
者
認
定
書

　

平
成
十
九
年
分
の
申
告
か

ら
農
業
所
得
簡
易
計
算
は
廃

止
さ
れ
、
収
支
計
算
に
な
り

ま
す
。

　

農
協
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ

る
「
平
成
十
九
年
分
農
業
所

得
に
係
る
証
明
書
」
や
、
収

入
と
必
要
経
費
な
ど
が
わ
か

る
帳
簿
類
、
領
収
書
な
ど
と
、

そ
れ
ら
を
基
に
記
帳
し
た

「
収
支
計
算
記
帳
簿
」
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

収
支
計
算
記
帳
簿
は
役
場

税
務
課
に
準
備
し
て
い
ま

す
。

※ 

記
帳
の
仕
方
が
わ
か
ら
な

い
方
は
、
申
告
時
に
農
業

に
関
す
る
証
明
書
、
領
収

書
を
一
式
ご
持
参
い
た
だ

き
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

申告相談
所得税・町県民税の

が2月12日㈫から
始まります

※ お問い合わせは、
　役場税務課（☎８５２・５１４４）まで

申
告
に
必
要
な
も
の

農
業
申
告
に
必
要
な
も
の

※ 相談開始　午前９時～（受け付け時間は午前８時30分～午後３時）

日
付
と
曜
日

町　
　
　

内　
　
　

名

会　

場

五　城　目
２
／
12
火
広
ヶ
野
・
希
望
ヶ
丘
・
今
町
・
御
蔵
町
・

小
池
町
・
川
原
町
・
新
町
・
一
番
町

役場２階「正庁」

13
水
田
町
・
古
川
町
・
長
町

14
木
紀
久
栄
町
・
新
畑
町
・
矢
場
崎
・
な
な

く
ら（
仮
称
）　

15
金
米
沢
町
・
畑
町
・
仲
町

富　津　内

18
月
下
山
内
・
上
山
内

富津内地区
　　公民館

19
火
富
田
・
黒
土（
１
・
２
区
）

20
水
八
田
・
台
・
御
蔵
下
・
脇
乙

21
木
落
合
・
高
千
・
北
々
口
・
小
倉

森　山

22
金
岡
本
１
区
・
野
田

森山
地区
公民館

25
月
岡
本
２
区
・
浦
横
町

五　城　目

26
火
築
地
町
・
昭
辰
町
・
雀
舘

役場２階「正庁」

27
水
舘
町
・
中
川
原
・
下
高
崎
・
久
保

28
木
高
崎
・
上
高
崎
・
舘
越

29
金
上
樋
口（
上
・
下
）・
樋
口
・
上
田
町

新
里
町

３
／
３
月
岩
城
町
・
東
磯
ノ
目
・
西
磯
ノ
目

馬　場　目

４
火
帝
釈
寺
・
町
村
・
門
前
・
蓬
内
台

ふれあい
センター

５
水
寺
庭
・
小
野
台
・
中
村
・
平
ノ
下

水
沢

６
木
恋
地
・
坊
井
地
・
杉
沢
・
合
地

内　川

７
金
湯
ノ
又（
１
〜
４
区
）・
小
川
口

生きが
いセン
ター

10
月
浅
見
内（
１
〜
６
区
）

大　川

11
火
大
川
１
・
４
区

農村環境改善
　　センター

12
水
大
川
２
・
３
区

13
木
石
崎
・
谷
地
中
・
曙
町

14
金
下
樋
口
・
西
野

予備日

17
月
予
備
日
と
し
ま
す
。

役場
２階
「正庁」

準
備
は
お
早
め
に

申
告
相
談
日
程
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申
告
相
談
は
下
記
の
日
程
で
行
い

ま
す
。
平
成
十
九
年
中
の
収
入
と
支

出
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、

必
要
な
書
類
を
準
備
し
日
程
表
の
日

時
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。



17 KOHO GOJOME No.882 2008.1.1

年始の役場の業務は
１月６日㈰まで休みます

休日中は皆さまの急用に備えて、下記のとおり対応しますので、
ご協力をお願いします。

▼ お 電 話 は…… これまでどおり五城目町役場（☎852・
5100）にお電話ください。お問い合わせ
は、警備会社で対応します。緊急の場合は
警備会社が役場職員に連絡します。

▼死 亡 届 は…… 町消防署で受領します。（８時30分～17時
30分まで）

▼火 葬 の 予約は…… 町消防署（☎852・2028）へ連絡してく
ださい。

▼戸籍関係の届出は…… 役場正面玄関の「戸籍届出専用ポスト」に
所定の封筒に入れて投函してください。

お問い合わせは、役場総務課（☎852・5332）まで

（敬称略）

第20回全県中学校選抜卓球五城目大会
❖男子団体　 ▼第３位
❖女子団体　 ▼優　勝

第６回こまち杯中学校卓球大会
❖男子団体　 ▼優　勝
❖女子団体　 ▼準優勝

畑澤正作杯バスケットボール大会

▼優　勝　五一中女子バスケットボール部

第30回県スポーツ少年団卓球大会
❖男子団体
　 ▼第３位　五城目スポーツ少年団
❖女子団体
　 ▼優　勝　 内川スポーツ少年団Aチーム
❖男子個人　５・６年の部
　 ▼第３位　□□　□□（馬小６年）
❖女子個人　５・６年の部
　 ▼第３位　□□　□□（内小６年）

第10回県スポーツ少年団学年別剣道大会
　 ▼敢闘賞　□□□□□（馬小５年）

第13回岩手県少年・少女レスリング選手
権大会
❖小学生の部　５・６年女子47㎏級
　 ▼第１位　□□　□□（五小６年）

第57回全国小中学校作文コンクール　
秋田県審査
　 ▼優秀賞　□□□□□□（五小６年）

五城目中央治療院
はり・マッサージ

☎018（852）2737
（五城目バスターミナル内）

定休日／水曜日、正月・盆各３日間

交通安全は　家庭の中から　しつけから　　
あけましておめでとうございます。
交通事故のない安全で安心な生活はみんなの願いです。

　一年の計は元旦にありと言われているように、この機会
に家族みんなで話し合い、新たな気持ちで「交通事故防止」
を誓い合いましょう。

☎８５２・４１００

新年を　家族で誓おう　交通安全　　

ゼロ

交通死亡事故０　1,300日達成（平成19年12月25日現在）
飲酒運転等追放競争　23位（全県25市町村・平成19年11月末現在）
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五城目町民憲章
わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

町長交際費を公開します
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の

あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（11月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 5件
優秀農業賞受賞祝い、新町功労者祝賀会、ふるさと五
城目会第19回総会、花壇コンクール表彰祝賀会、農林
水産大臣賞受賞祝賀会

31,500円

会　費 4件

あったか・おもてなしイベント交流会費、わか杉国体
レスリング競技会総合優勝報告会会費、叙勲受章祝賀
会会費、「第２回ワンダフルあきたカルチャーフェス
ティバルin五城目」オープニングパーティー会費

18,000円

接　遇 1件 上京時お土産 6,300円

その他 4件 ブナを植える会、納税貯蓄組合税務懇談会、盆城庵
秋祭り、やまゆり球根記念植付忘年会 12,900円

合 計 14件 68,700円

平成19年４月～11月の合計 695,138円

　

 4 ／消防出初式（広域五城目体育館）

 7 ／ 仕事始めの式（役場）、交通指導
隊初出式（役場）

 8 ／商工会新春賀詞交歓会（井川町）

 11 ／ 平成20年度法令外負担金審
査会（八郎潟町）、男鹿市・潟上市・
南秋田郡消防広域化について
の首長会議（八郎潟町）

 18 ／ 議会議員・課長以上との新年
会（町内）

 24 ／ 保護司会研修会・新年会並び
に歓迎会（町内）

 25 ／ 平成20年度当初予算町長・
副町長査定（～30日・役場）

30 ／心の健康づくりセミナー（役場）

町長の主な予定（１月）

ハ
イ
！

ま
ち
づ
く
り
課
で
す

「
地ま

ち域
を
語
る
会
（
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
）」
を

開
催
し
て
い
ま
す

町
内
会
や
各
種
団
体
、
事
業
者
な
ど
で
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
の
相
談
や
、
ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
に
関
す
る
ご
提
案
な
ど
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
役
場
の
担
当
が
説
明
に
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
会
の
座
談
会
も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
つ
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
８
５
２
・
５
３
６
１
）

ま
で

地
ま ち

域を語る会（11／29）

「清流の会」の皆さん
と、教育福祉活動セン
ターにて

　

町内からの要望事項と
なっていた現場を視察
しました

富田町内会町政
座談会（12／17）



　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
共
々
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。旧
年
中
に

賜
り
ま
し
た
温
か
い
ご
支
援
ご
指
導
に
対
し

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。本
年
も
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、健
康
で
幸
多
き
一
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、ふ
る
さ
と
五
城
目
会
は
昨
年
の
十

一
月
十
日
、九
段
会
館
に
お
い
て
第
十
九
回

総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。役
員
改
選
の
総

会
で
も
あ
っ
た
訳
で
す
が
、引
き
続
き
会
長

職
を
仰
せ
付
か
る
こ
と
と
な
り
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
を
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。総
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
ま
し
た
懇
親

会
に
は
、渡
邉
町
長
を
は
じ
め
五
城
目
町
か

ら
御
来
賓
と
し
て
七
名
、姉
妹
提
携
都
市

「
千
代
田
区
」か
ら
秋
山
区
民
生
活
部
長
を

は
じ
め
十
七
名
、ま
た
、近
畿
五
城
目
会
会

長
・
首
都
圏
秋
田
県
人
会
連
合
会
会
長
等
々
、

計
三
十
二
名
の
御
来
賓
の
御
臨
席
を
賜
り
、

出
席
会
員
八
十
六
名
と
と
も
に
総
会
を
祝
い

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。会
員

は
現
在（
会
費
の
納
入
を
頂
い
て
い
る
方
）三

百
六
十
四
名
で
、住
所
を
把
握
し
て
い
る
準

会
員
も
含
め
る
と
七
百
三
十
一
名
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。春
秋
の
親
睦
旅
行
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
会
員
多
数
が
参
加
し
交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
が
和
気
あ
い
あ
い
と

「
ふ
る
さ
と
会
」を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
昨
年
は
、千
代
田
区
役

所
の
新
庁
舎
の
お
披
露
目
式
・
桜
ま
つ
り
・
江

戸
天
下
祭
や
神
田
ま
つ
り
等
、姉
妹
都
市
交

流
イ
ベ
ン
ト
の
七
回
に
参
加
し
、名
物「
だ
ま

こ
鍋
」や
野
菜
・
特
産
品
の
販
売
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
実
施
し
五
城
目
町
の
Ｐ
Ｒ
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、会
員
親
睦
行
事

と
し
て「
館
山
寺
温
泉
一
泊
旅
行
」や「
屋
形

船
遊
覧
」を
楽
し
み
ま
し
た
。屋
形
船
は
七
十

一
名
の
参
加
で
乗
船
定
員
が
七
十
名
で
し
た

の
で
、子
供
さ
ん
三
名
の
参
加
が
あ
っ
た
た

め
辛
う
じ
て
乗
船
出
発
が
で
き
た
と
い
う
次

第
で
す
。さ
ら
に
、加
盟
三
年
目
を
迎
え
た

「
麹
町
野
球
会
リ
ー
グ
戦
」で
、本
会
野
球
部

「
リ
リ
ー
ズ
」は
第
七
戦（
最
終
戦
）で
初
勝
利

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。た
か
が
一

勝
で
は
あ
り
ま
す
が
、勝
利
の
瞬
間
は
選
手
・

応
援
団
と
も
歓
喜
で
目
に
は
う
れ
し
涙
が

溢
れ
、監
督
胴
上
ま
で
や
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。今
ま
で
の
敗
戦
の
悔
し
さ
を
一
遍
に
吹

き
飛
ば
し
、更
に
同
郷
者
の
団
結
を
改
め
て

垣
間
見
る
出
来
事
で
し
た
。

　

五
城
目
町
で
は
、わ
か
杉
国
体
で
初
め
て

と
な
る「
天
皇
皇
后
両
陛
下
」行
幸
啓
を
仰

ぐ
慶
事
の
一
方
で
、豪
雨
災
害
が
発
生
し
甚

大
な
被
害
と
な
っ
た
一
年
で
も
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。被
災
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え「
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
は
二

十
歳
」に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
育
て
て
く
れ
た
諸
先
輩
や
関
係
各
位
の
ご

尽
力
に
対
し
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。役
員
会
で
は
、創
立
二
十
周
年

記
念
式
典（
総
会
）を
十
二
月
七
日（
日
）正

午
か
ら「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」と
決
定
し

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。予
算
の
都
合
も

あ
り
出
来
る
範
囲
内
で
最
大
限
に
努
力
し

「
心
に
残
る
記
念
行
事
」が
出
来
れ
ば
と
発
奮

を
し
て
お
り
ま
す
。会
員
の
皆
様
に
は
ぜ
ひ

ご
参
加
の
程
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、五
城

目
町
の
皆
様
に
は
、会
報
や
ま
ゆ
り
第
四
十

六
号（
十
月
一
日
発
行
）を
創
立
二
十
周
年
記

念
特
集
号
と
し
て
編
集
し
、全
戸
配
布
を
さ

せ
て
頂
き
ご
理
解
を
賜
り
た
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。会
報
へ
の
企
業
・
商
店
等
の
広
告
掲
載

に
つ
い
て
多
数
の
ご
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

お
わ
り
に
、明
る
い
話
題
や
笑
顔
の
絶
え

な
い
一
年
と
成
り
ま
す
よ
う
切
望
し
、そ
し

て
会
員
ご
家
族
皆
々
様
の
ご
多
幸
ご
栄
進

と
、ふ
る
さ
と「
五
城
目
町
」そ
し
て
姉
妹
提

携
都
市「
千
代
田
区
」の
益
々
の
ご
発
展
ご
繁

栄
を
祈
念
し
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　
　

お
か
げ
さ
ま
で
創
立
二
十
周
年

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
会
長　

□　

□　

□　

□

（
五
一
中
十
八
期
卒
・
下
山
内
出
身
）

　
【　

短 　

歌　

】

病
む
わ
れ
に
笑
み
つ
つ
妻
が
差
し
出
だ
す

大
判
焼
の
餡あ

ん

ゆ
た
か
な
り　

仲　

町　
　

飯
塚
定
四
郎

妹
の
病
窓
に
望
む
美は

し
き
虹

森
山
よ
り
大
潟
に
一
跨
ぎ
す
る

　

下
樋
口　
　

工
藤　

誠
子

ゆ
く
り
な
く
山
径
歩
め
ば
ま
ぼ
ろ
し
の

五
個
の
天て

ん
さ
ん蚕

わ
が
手
の
温
し　

畑　

町　
　

細
田
ゆ
う
子

お
歳
暮
に
子
等
に
リ
ン
ゴ
を
送
り
終
え

心
の
荷
を
解
く
外
は
淡
雪　

古
川
町　
　

小
浜　

キ
ヱ

　
【　

俳 　

句　

】

陽
と
月
を
東
西
に
置
く
初
御
空

　

湯
ノ
又　
　

松
橋
テ
ル
子

黙
々
と
一
人
根
深
の
天
日
干
し

　

高　

崎　
　

舘
岡　

克
巳

雪
降
っ
て
み
ち
の
く
丸
く
な
り
に
け
り

　

新
畑
町　
　

近
江　

三
保

初
春
に
揃
う
笑
顔
の
し
あ
は
せ
や

　

湯
ノ
又　
　

畑
澤
ト
ミ
子

　
【　

川　

 

柳　

】

幸
せ
な
家
族
お
し
や
べ
り
止
ま
ら
な
い

　

西　

野　
　

佐
藤
ち
ず
る

可
能
性
秘
め
て
子
ど
も
の
大
飛
行

　

新
里
町　
　

田
久
保
亜
蘭

人
生
の
山
ま
た
山
を
越
え
て
春

　

築
地
町　
八
木
下
み
き
ゑ

温
暖
化
便
利
な
車
止
め
ら
れ
ぬ

　

新
畑
町　
　

渡
辺　

松
風

164
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ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸

左から□□初代会長、　　
□□第二代会長と□□会長
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社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲

香典返しに代えて
  ・11月13日　5万円　□□□□□さん
　下 高 崎　（亡き母　□□□さん）
・11月15日　3万円　□□□□さん
　水　　沢　（亡き子　□さん）
・11月15日　2万円　□□□□□さん
　雀　　舘　（亡き父　□□□さん）
・11月15日　3万円　□□□□さん
　浅見内3区　（亡き父　□□さん）
・11月16日　3万円　□□□□さん
　浅見内5区　（亡き母　□□さん）
・11月21日　5万円　□□□□さん
　帝 釈 寺　（亡き母　□□□さん）
・12月 4日　3万円　□□□□さん
　湯ノ又1区　（亡き父　□□さん）
・12月12日　2万円　□□□□□さん
　矢 場 崎　（亡き夫　□□さん）▲

寄付金
  ・11月20日　 5,000円　合地町内会

（盆城庵秋祭りの売上金の一部）

  ・ 11月29日　 20,780円　ワンダフル
あきた（カルチャーフェスティ
バルの売上金の一部）

・  12月 7日　 30,000円　山ゆりの会
（1円募金・リサイクルバザーの

売上金）

・ 12月11日　 30,000円　□□□□□
さん

◆◇◆◇◆　お　詫　び 　◆◇◆◇◆
　広報ごじょうめ12月号の９㌻に掲
載した「複十字シール運動」の平成
18年の募金額は、正しくは「24万
1,320円」でした。
　また、17㌻に掲載した屋内温水プー
ルのお知らせのタイトルと本文で、「機
会整備」という表記は正しくは「機械
整備」でした。訂正してお詫びします。

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

農業に従事する人は
広く加入できます

下記の要件を満たしている方
が加入できます。
❶ 国民年金の第1号被保険者
❷ 年間60日以上農業に従事
する方
❸60歳未満の方

積立方式です

自分で積み立て、加入者数受
給者数に左右されない、安定し
た公的年金です。

保険料は
自由に決められます

毎月の保険料は、20,000円
から最高67,000円まで、1,000
円単位で自由に決められます。

80歳までの保証がついた終身年金です

年金は65歳から終身受給で
きます。加入者や受給者が80
歳になる前に亡くなった場合で
も、80歳まで受け取れるはず
の金額を死亡一時金として遺族
が受け取れます。

担い手には保険料の
国庫助成があります

一定の要件を満たす担い手
は、 基本保険料２万円のうち最
高半額、生涯で最大216万円の
補助を受けることができます。

▼お問い合わせ・お申し込み
　 町農業委員会（☎852・
5295）、JAあきた湖東五城
目支所（☎852・4321）

農
業
者
年
金
老
後
を

安
心
し
て
暮
ら
そ
う
！

▼
対
象
者

町
が
発
注
す
る
物
品
の
製
造
の
請

負
、
買
入
れ
、
修
繕
、
改
造
お
よ
び

売
払
い
に
際
し
行
う
指
名
競
争
入
札

に
参
加
を
希
望
す
る
営
業
者

▼
提
出
書
類

❶ 

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書

❷ 

営
業
経
歴
書

❸ 

登
記
簿
謄
本
（
法
人
）
、
営
業
証

明
書
（
個
人
）

❹ 

納
税
証
明
書
の
写
し
（
消
費
税
を

含
む
）

❺
印
鑑
証
明
書

❻ 

許
可
・
認
可
証
明
書
（
必
要
と
す

る
業
種
の
み
）

※ 

様
式
は
国
土
交
通
省
ま
た
は
県
の

様
式
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※ 

提
出
書
類
は
フ
ァ
イ
ル
と
じ
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
提
出
方
法

町
内
業
者
は
持
参
と
し
、
町
外
業

者
は
郵
送
で
も
可
と
す
る
。
ま
た
、

提
出
部
数
は
一
部
と
す
る
。

▼
受
付
期
間

二
月
一
日
㈮
〜
二
月
二
十
九
日
㈮

▼
参
加
資
格
有
効
期
間

平
成
二
十
年
・
二
十
一
年
度
の
二

年
間

▼ 
変
更
な
ど
の
届
け
出

申
請
書
提
出
後
、
申
請
事
項
に
変

更
が
生
じ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
書

面
に
よ
り
変
更
の
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼ 

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
０
１
８

－
１
７
９
２

　

五
城
目
町
西
磯
ノ
目一丁

目
一
番
地
一

　

役
場
総
務
課
総
務
係

（
☎
８
５
２
・
５
３
３
２
）

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を

受
け
付
け
ま
す（
物
品
製
造
等
）



公営住宅の入居者を募集中

▲

申し込み資格
・月額所得20万円以下の方
・ 同居家族がいて住宅に困きゅうされ
ている方

（広ヶ野住宅）▲

住　　宅　18号（木造平屋建・築28年）▲

場　　所　高崎字行内沢98－1▲

家賃月額　7,900円～13,100円
（所得によって異なります）▲

敷　　金　家賃の３か月分▲

入居予定日　２月１日㈮
（広ヶ野住宅）▲

住　　宅　24号（木造平屋建・築27年）▲

場　　所　高崎字行内沢101－１▲

家賃月額　8,100円～13,500円
（所得によって異なります）▲

敷　　金　家賃の３か月分▲

入居予定日　２月１日㈮
※ 募集は１月７日㈪から１月18日㈮
まで。申込用紙は役場２階の建設課
に準備しています。

自衛官を募集します

　２等陸士・２等海士・２等空士の採
用試験を行います。▲

応募資格　 18歳以上27歳未満の男
子▲

応募締切　２月22日㈮▲

試　験　日　１回目：２月３日㈰
　　　　　　２回目：３月２日㈰▲
試験会場　陸上自衛隊秋田駐屯地

し尿くみ取り料金が
引き上げられます

　１月１日㈫から、し尿のくみ取り料
金が次のように引き上げられます。

▲

変更後の基本料金
　180㍑　1,890円（変更前は1,710円）▲

くみ取りの依頼先
　・五城目衛生舎（☎852・3867、
　　　　　　　　　☎852・3440）
　・南秋衛生舎（☎0120・54・2746、
　　　　　　　　　☎854・2764）

町地域雇用創造協議会からの
お知らせ

◆

人材育成セミナーを開催中
 　地元食材を利用した特産品や新製品
を開発したい方、起業創業を目指して
いる方など、どなたでも参加できるセ
ミナーです。▲

開催場所　五城館▲

開　催　日
　 1月15日㈫ 「 地域での創業・起業を

推進創業者セミナー」
　1月22日㈫「 伝統技術を生かした　

新製品開発セミナー」
　1月29日㈫「 地元食材を利用した特

産品開発セミナー」▲

開催時間　午後1時30分～午後4時▲

受　講　料　無料
※ 参加ご希望の方は、町地域雇用創造
協議会までお申し込みください。

◆

創業相談会を開催中
 　創業、事業拡大、新分野進出を考えて
いる方を応援しています。専門のスタッ
フが皆さんのご希望・相談に無料で応
じますので、ぜひご活用ください。▲

開催場所　 湖東３町商工会五城目事
務所▲

開　催　日　 1月16日㈬、18日㈮、21
日㈪、23日㈬、25日㈮、
28日㈪、31日㈬▲

開催時間　午前９時～午後４時

パソコン教室受講生を募集

エクセルを使いこなそう▲

会　場　中央公民館▲

期　日　１月10日㈭・11日㈮
　　　　　　　17日㈭・18日㈮▲
時　間　午後６時10分～

午後８時10分▲

定　員　６人
※ １月７日㈪よりお申し込みを受け付
け、定員になり次第締め切ります。

平成20年度フロンティア農業者
研修生を募集します

▲

募 集 人 員　10名程度▲

募 集 対 象　40歳未満の方▲

研 修 期 間　２年間▲

研修コース　 野菜、花き、肉用牛、リン
ゴ、ナシ・ブドウ、の５
コース▲

受 付 期 限　２月７日㈭
※ 応募資格や応募方法、研修内容など
の詳細については、役場産業課へお
問い合わせください。

青壮年スポーツ教室を
開催します

　

冬期の体力づくりをしませんか。▲

期　間　 １月18日㈮～２月26日㈫
までの毎週火・金曜日▲

時　間　午後７時～午後８時30分▲

会　場　広域五城目体育館▲

参加料　1,500円(保険料)
※ 広域五城目体育館・町民センターに
準備している用紙に必要事項を記入
し、参加料をそえて、１月16日㈬ま
でお申し込みください。
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問い合わせ先
役場町民福祉課（☎852・5112）

問い合わせ先
役場産業課（☎852・5215）

問い合わせ先
生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先
自衛隊秋田募集案内所（☎864・4929）

問い合わせ先
生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先：役場産業課内
町地域雇用創造協議会（☎852・5222）

問い合わせ先
役場建設課（☎852・5252）



可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・築地町・米沢町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・西磯ノ目・東磯ノ目・森山地区
馬川地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2008年 ２月ごみ収集日程表

平成19年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（馬場目小　□□　□さん）

再利用　地球の環境　守るカギ

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・森山地区
大川（１区～４区以外の地区）・馬川地区

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･内川地区･富津内地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

なまえ

なまえ

◆ 

祭
日
の
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

二
月
十
一
日
㈪
建
国
記
念
の
日
は
、
可
燃
ご

み
の
収
集
を
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
八
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
生
ご
み
の
水
切
り
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

ご
み
の
出
し
方
で
違
反
し
た
場
合
は
、

　

違
反
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
注
意
を
促
し
ま
す
。

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
福

祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で

月
・
木

火
・
金

水
・
土

６日・20日（水）（全町）

14日・17日・14日
18日・21日・25日
28日

11日・15日・18日
12日・15日・19日
22日・26日・29日

12日・16日・19日
13日・16日・20日
23日・27日

9日（土）

23日（土）

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

8日（金）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

22日（金）
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■買い物袋を持参し、
　過剰な包装は断る。

■リターナブル容器入り商品の購入。
　繰り返して使用するリターナブル容器
はごみにならない容器です。積極的に利
用しましょう。

■分別収集への協力
　町で実施してい
るごみの分別収集
やスーパーなどで
行われている店頭
回収には、それぞ
れのルールに従っ
たごみの排出をお
願いします。

　店のレジ袋や包装
も家に持ち帰れば、
ごみになります。マイ
バック（買い物袋や買
い物かご）を持参し、
レジ袋や不用な包装
は断ってください。

ごみを減らす三つの方法
ごみとなるものを持ち込まない（発生抑制） 繰り返し使い、ごみにしない（再生使用による排出抑制） ごみを資源として活かす（再生利用）

リサイクルに向けて
分別の徹底に心がける

使えるうちは
捨てないように心がける

買い物をする際に
心がける

Reuse
（リユース） Recycle

（リサイクル）

つめ替用

（リデュース）
Reduce

◆ 
可
燃
ご
み
の
収
集
日
が
変
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

二
月
一
日
か
ら
毎
週
㈫
・
㈮
と
毎
週
㈬
・

㈯
地
域
の
収
集
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
。



日 月 火 水 木 金 土

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

１２３４５６７８９
１０１１１２
７月町民カレンダー

コピー1/-1　効果/スタイライス/ぼかし/1mm
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1817

９ 12

26

31 2月1日

○成人の日

○元日
○ 消防年始特別警
戒（３日まで）

○ 消防出初式
（9：00～）

○ 町役場仕事始め
○ 交通指導隊初出
式（14：00～）

○ 五城目幼稚園
　３学期始業式
○ 町内小中学校
　２学期授業再開
○ 創業者セミナー
（五城館・
13：30～16：00）

○ 男鹿潟上南秋ス
ポーツ少年団指
導者研究会（町
民センター・
14：00～16：00）

○ 新製品開発セミ
ナー（五城館・
13：30～16：00）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・
19：00～20：30）

○ 特産品開発セミ
ナー（五城館・
13：30～16：00）
○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・
19：00～20：30）

○ 心の健康づくり
セミナー（役場・
13：30～）

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・
19：00～20：30）

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・
19：00～20：30）

○ 青壮年スポーツ
教室（広域五城
目体育館・
19：00～20：30）
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No.142

『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

勝

この広報紙は古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

※ 「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成19年11月末現在）
   前月比 昨年比
人　口 11,601 （－27） （－244）
（男） 5,473 （－14） （－121）
（女） 6,128 （－13） （－123）
世　帯 4,110 （＋02） （－013）

□　□　　　□さん 73歳 11月 2日 古　川　町

□　□　□　□さん 86歳 11月 3日 浅見内３区

□　□　□□□さん 86歳 11月 5日 雀　　舘

□　□　□　□さん 72歳 11月 7日 矢　場　崎

□　□　□□□さん 89歳 11月 8日 門　　前

□　□　□　□さん 85歳 11月15日 富　　田

□　□　□　□さん 73歳 11月21日 岡本１区

□　□　□　□さん 52歳 11月22日 米　沢　町

□　□　□　□さん 73歳 11月25日 広　ケ　野

□　□　□　□さん 32歳 11月28日 新　里　町

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。▼
広
報
ご
じ
ょ
う
め
の
表
紙
と
裏

表
紙
が
、今
月
号
か
ら
４
色
印
刷
に
戻

り
ま
す
。久
々
の
カ
ラ
ー
と
な
っ
た
表

紙
や
大
石
清
美
さ
ん
の「
な
つ
か
し
の

ご
じ
ょ
う
め
の
わ
ら
し
だ
」は
、い
か
が

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る
広
報
を
作
れ
る

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
や
取
材
への
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。▼
五
一
中
新
校
舎

の
建
設
工
事
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し

た
。平
成
二
十
一
年
三
月
の
完
成
予
定

と
の
こ
と
で
、私
も
卒
業
生
の一
人
と

し
て
、完
成
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

おくやみ申し上げます

11月18日に県立体育館で行われた「県中学校新人卓球大
会兼全国中学校選抜卓球大会県予選会」男子団体戦において、
五城目第一中学校卓球部が昨年に続いて優勝し、２年連続で
全国大会出場の切符を手にしました。
なお、全国大会は３月29日㈯、30日㈰に茨城県土浦市で
開催される予定です。

がんばれ五一中男子卓球部

２年連続　全国大会出場へ

広
報
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